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武道授業 実践の概要紹介 香川県多度津町（少林寺拳法）

　
香
川
県
多
度
津
町
は
、
瀬
戸
内
海
を

臨
む
香
川
県
中
西
部
に
位
置
し
、
温
暖

で
過
ご
し
や
す
い
土
地
柄
で
あ
る
。
四

国
の
鉄
道
発
祥
の
地
で
あ
り
、
主
要
路

線
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
予
讃
線
と
土
讃
線
の
分

岐
点
と
し
て
多
度
津
駅
が
あ
る
。
ま
た

「
金こ
ん

毘ぴ

羅ら

詣も
う

で
」
の
入
口
と
し
て
の
役

割
も
持
ち
、
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と

し
て
栄
え
た
。

　
近
年
は
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成
に
よ

り
、
造
船
業
を
は
じ
め
、
多
く
の
工
場

が
立
ち
並
ぶ
。人
口
は
約
２
万
４
千
人
。

歴
史
と
文
化
が
融
合
し
、
小
さ
な
町
で

は
あ
る
が
、
特
色
あ
る
町
政
運
営
に
よ

り
、
住
み
よ
い
町
を
実
現
し
て
い
る
。

　
町
内
に
は
小
学
校
が
４
校
あ
り
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
の
児
童
は
町
唯
一
の
多
度

津
中
学
校
へ
進
学
す
る
。し
た
が
っ
て
、

中
学
校
は
多
度
津
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
な

存
在
で
も
あ
る
。

　
少
林
寺
拳
法
の
創
始
者
・
宗そ
う

道ど
う

臣し
ん

は
、
１
９
１
１
年
岡
山
県
生
ま
れ
。
17

歳
の
時
中
国
に
わ
た
り
、
各
種
の
拳
技

を
修
得
す
る
。
戦
後
間
も
な
く
、
多
度

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　
少
林
寺
拳
法

　

香
川
県
多た

度ど

津つ

町
ち
ょ
う

に
あ
る
多
度
津
中
学
校
で
は
、
多
度
津
町
に
連
盟
本
部
を
構
え
る
「
少
林

寺
拳
法
」
を
通
し
て
多
度
津
町
独
自
の
武
道
必
修
化
へ
の
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　

学
習
指
導
要
領
改
訂
に
お
け
る
中
学
校
武
道
必
修
化
を
機
に
、
地
域
の
誇
り
・
特
色
と
も
い
え

る
「
少
林
寺
拳
法
」
を
生
か
し
、
ふ
る
さ
と
多
度
津
へ
の
思
い
も
深
め
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
度
、こ
の
活
動
に
対
し
、多
度
津
町
教
育
委
員
会
と
し
て
、報
告
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

多
度
津
町
に
お
け
る
中
学
校

武
道
必
修
化
に
向
け
た
取
組

多
度
津
町
教
育
委
員
会

１

多
度
津
町
の
概
要
、
お
よ
び

少
林
寺
拳
法
と
、
創
始
者
・
宗
道
臣

津
町
に
お
い
て
「
少
林
寺
拳
法
」
を
創

始
し
た
。
現
在
そ
の
支
部
は
世
界
に
広

が
り
、
少
林
寺
拳
法
に
取
り
組
む
も
の

は
170
万
人
と
も
言
わ
れ
る
。

　
連
盟
本
部
は
町
の
中
心
に
あ
る
多
度

津
山
中
腹
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
町
内

の
多
く
の
場
所
か
ら
そ
の
堂
々
た
る
建

物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
多
度
津
町

で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
を
通
じ
て

少
林
寺
拳
法
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
子

供
が
多
い
。
ま
た
、
成
長
し
大
人
に
な

っ
た
後
も
、
少
林
寺
拳
法
の
教
え
を
生

か
し
、
町
の
た
め
に
懸
命
に
奉
仕
す
る

姿
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
少

林
寺
拳
法
の
地
元
、
多
度
津
町
に
奉
仕

す
る
姿
勢
が
評
価
さ
れ
、
最
近
で
は
、

商
工
会
議
所
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
多
度

津
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
少
林
寺
拳
法

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
だ
る
ま
祭
」
が
タ

イ
ア
ッ
プ
し
活
動
を
す
る
な
ど
、
少
林

寺
拳
法
を
組
み
込
ん
だ
新
た
な
多
度
津

町
の
風
物
詩
も
誕
生
し
つ
つ
あ
る
。
ま

た
、
今
年
は
宗
道
臣
生
誕
100
年
に
当
た

り
、
さ
ら
に
活
発
な
取
組
が
模
索
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

（
１
）
採
用
の
経
緯

　
少
林
寺
拳
法
連
盟
本
部
で
は
、
武
道

必
修
化
に
お
い
て
、
少
林
寺
拳
法
を
授

業
の
中
に
取
り
入
れ
て
実
施
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
学
校
関
係
者
に
広
く
ア
ピ

ー
ル
を
行
っ
て
き
た
。
一
方
、
多
度
津

中
学
校
長
は
、
少
林
寺
拳
法
経
験
者
で

も
あ
り
、
保
健
体
育
科
教

諭
に
導
入
の
検
討
を
指

示
し
た
。
何
回
か
の
綿

密
な
打
合
せ
の
後
、
少

林
寺
拳
法
連
盟
本
部
の

指
導
員
を
外
部
指
導
者

と
し
て
中
学
校
に
招
き
、

保
健
体
育
科
教
員
と
協

力
し
て
授
業
を
す
る
チ

ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

の
形
式
で
の
授
業
導
入

が
決
定
さ
れ
た
。

（
２
）
準
備

　
多
度
津
中
学
校
に
は
、

同
敷
地
内
に
町
民
の
武

2

多
度
津
町
教
育
委
員
会
の
考
え
方

　
多
度
津
町
教
育
委
員
会
は
、
昨
年
度

よ
り
町
全
域
に
お
い
て「
幼
小
中
連
携
・

一
貫
」
教
育
の
実
践
研
究
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
教
育
に
関
心
の
高
い
風
土

を
生
か
し
、
地
域
の
力
を
生
か
し
て
教

育
活
動
を
活
性
化
し
よ
う
と
試
み
て
い

る
。
特
に
、
児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成

を
目
指
す
た
め
、
昨
年
度
か
ら
「
地
域

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」
を
発
足
さ
せ
た
。

　
学
校
に
お
い
て
も
、
外
部
の
指
導
者

を
積
極
的
に
招
し
ょ
う

聘へ
い

し
、
教
員
の
補
助
に

つ
い
て
も
ら
う
な
ど
、
学
校
間
だ
け
で

な
く
、
地
域
と
の
連
携
を
重
視
し
、
教

育
環
境
の
整
備
・
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　
今
回
の
「
少
林
寺
拳
法
を
用
い
て
の

武
道
の
授
業
」も
そ
の
一
環
と
い
え
る
。

道
場
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
組
手
等

で
の
安
全
面
を
考
え
、
よ
り
広
い
体
育

館
を
授
業
場
所
と
し
て
利
用
し
た
。
指

導
内
容
の
提
示
に
は
、
実
演
の
他
に
、

ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
教
え
る
た
め

に
、
掲
示
用
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
用
意

し
、
少
林
寺
拳
法
連
盟
が
毎
時
間
の
掲

3

多
度
津
中
学
校
で
の

武
道
「
少
林
寺
拳
法
」
の
取
組

町内から見える連盟本部の外観
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武道授業 実践の概要紹介 香川県多度津町（少林寺拳法）

　
多
度
津
町
教
育
委
員
会
は
、
現
在
５

つ
の
方
針
を
掲
げ
、
諸
施
策
の
実
施
を

し
て
い
る
が
、
少
林
寺
拳
法
の
掲
げ
る

目
的
・
目
標
も
、
基
本
的
な
部
分
に
お

い
て
相
通
じ
る
部
分
が
多
い
。
ま
た
、

今
回
の
取
組
を
通
じ
て
、
少
林
寺
拳
法

連
盟
が
中
学
生
へ
の
全
人
的
な
指
導
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
武
道
の
授
業
種
目
と
し
て
一

般
的
な
柔
道
・
剣
道
で
も
、
精
神
的
な

部
分
も
含
め
て
の
指
導
が
授
業
で
重
要

視
さ
れ
る
。
多
度
津
町
に
お
い
て
は
、

指
導
ス
タ
ッ
フ
や
奉
仕
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、
い
わ
ば
身
近
に
授
業
に
使
え

る
人
的
財
産
も
多
く
、
精
神
的
な
部
分

も
含
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
と
し

て
武
道
必
修
化
へ
の
活
動
が
根
付
き
つ

つ
あ
る
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

だ
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
少
林
寺
拳

法
に
対
し
て
は
、
多
く
の
多
度
津
町
民

が
そ
の
存
在
を
誇
り
に
感
じ
て
お
り
、

中
学
生
が
成
長
し
た
後
も
、
い
つ
で
も

身
近
に
あ
る
存
在
で
あ
る
。
そ
の
面
か

ら
も
、
少
林
寺
拳
法
に
よ
る
武
道
指
導

は
、
地
域
の
縦
の
つ
な
が
り
を
形
成
す

る
一
助
と
な
る
可
能
性
も
秘
め
て
お

り
、
少
林
寺
拳
法
の
組
手
主
体
の
考
え

方
や
、
手
軽
に
参
加
で
き
る
武
道
で
あ

る
こ
と
な
ど
も
含
め
、
本
町
が
掲
げ
る

「
連
携
」を
重
視
し
た
教
育
を
進
め
る
上

で
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
取
組
を
大
切
に

育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
若
干
解
決
す
べ
き
課
題
も
存
在
す

る
。
赴
任
す
る
教
員
の
ほ
と
ん
ど
は
少

林
寺
拳
法
が
未
経
験
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
周
辺
の
中
学
校
と

教
材
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
も
難
し

い
。
た
だ
、「
武
道
必
修
化
」
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
ど
の
武
道
に
お

い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
多
度
津

町
以
外
の
市
町
で
も
少
林
寺
拳
法
の
採

用
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ

と
や
、
現
在
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
優

秀
な
指
導
ス
タ
ッ
フ
の
面
々
を
思
い
浮

か
べ
た
と
き
、
多
度
津
町
の
「
少
林
寺

拳
法
」
に
よ
る
武
道
必
修
化
の
課
題
は

必
ず
解
決
さ
れ
る
も
の
だ
と
確
信
し
て

い
る
。

示
物
を
用
意
し
た
。
ま
た
、
授
業
の
内

容
の
ま
と
め
及
び
評
価
の
た
め
に
、
少

林
寺
拳
法
連
盟
が
学
習
ノ
ー
ト
を
生
徒

の
人
数
分
用
意
し
た
。
授
業
で
は
道
衣

は
用
い
ず
、
体
操
服
に
素
足
と
い
う
ス

タ
イ
ル
で
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
に
し

た
。
本
実
践
の
中
で
、
道
衣
を
使
わ
な

い
こ
と
で
問
題
と
な
っ
た
事
例
は
見
当

た
ら
な
か
っ
た
。

（
３
）
具
体
的
な
流
れ

　
学
習
過
程
は
表
１
に
示
し
た
通
り
で

あ
る
。
授
業
者
は
、
少
林
寺
拳
法
連
盟

か
ら
の
外
部
指
導
者
が
２
人
、
多
度
津

中
学
校
保
健
体
育
科
教
諭
が
２
人
。
１

年
生
全
６
ク
ラ
ス
を
２
ク
ラ
ス
ず
つ
で

実
施
し
、
男
女
は
共
習
で
あ
る
。
少
林

寺
拳
法
に
は
剛
法
と
柔
法
が
あ
り
、
剛

柔
一
体
が
眼
目
で
前
者
は
突
く
、蹴
る
、

叩
く
な
ど
の
拳
や
足
で
の
打
撃
技
が
中

心
、
後
者
は
固
め
や
締
め
の
関
節
技
や

投
げ
な
ど
が
中
心
と
な
る
。
ま
た
、
結

手
立
、
合
掌
礼
な
ど
の
礼
法
も
、
精
神

的
部
分
を
重
視
し
な
が
ら
指
導
し
た
。

　
授
業
の
終
結
部
に
お
い
て
は
、
呼
吸

を
整
え
て
気
を
落
ち
着
か
せ
る「
調
息
」

を
行
っ
た
。
な
に
よ
り
大
切
な
こ
と
と

し
て
、
相
手
へ
の
配
慮
や
、
習
っ
た
こ

と
を
む
や
み
や
た
ら
に
使
わ
な
い
よ
う

に
す
る
な
ど
、
武
道
の
心
を
十
分
に
根

付
か
せ
る
よ
う
な
指
導
を
心
が
け
た
。

（
４
）
留
意
点

　
通
常
の
体
育
科
の
授
業
と
は
取
り
組

表１　学習指導計画（全10時間）

み
方
が
違
う
中
で
、
生
徒
の
怪
我
へ
の

対
処
な
ど
、
い
つ
も
以
上
の
体
制
を
組

ん
で
い
た
が
、
少
林
寺
拳
法
指
導
者
の

十
分
な
配
慮
も
あ
り
、
安
全
面
で
の
問

題
点
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
授
業
の
最

初
と
最
後
の
ま
と
め
、
学
習
ノ
ー
ト
の

点
検
や
コ
メ
ン
ト
記
入
な
ど
は
多
度
津

中
学
校
教
諭
が
行
う
こ
と
で
、
本
授
業

の
教
育
課
程
上
の
位
置
付
け
や
、
全
体

的
な
学
校
教
育
活
動
と
関
連
付
け
て
の

授
業
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
中
学
校
側
で
行

え
る
よ
う
に
し
た
。

（
５
）
評
価
方
法

　
評
価
す
る
観
点
は
、
礼
法
・
作
法
、

基
本
動
作
・
単
演
基
本
形
、
技
法
、
気

合
を
審
査
し
た
。
ま
た
、
技
法
や
少
林

寺
拳
法
の
歴
史
や
特
徴
に
つ
い
て
、
筆

記
試
験
を
実
施
し
た
。
毎
時
間
最
後
に

は
「
元
気
よ
く
挨
拶
が
で
き
た
か
」「
礼

儀
正
し
く
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た

か
」な
ど
の
自
己
評
価
を
行
う
こ
と
で
、

生
徒
の
授
業
へ
の
意
欲
を
測
り
、
次
時

の
授
業
設
定
に
役
立
て
た
。

（
６
）
感
想

　
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、「
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
、
肯

定
的
な
意
見
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

　
本
授
業
実
践
の
一
部
は
、
多
度
津
町

及
び
近
隣
の
中
学
校
教
育
研
究
会
の
研

究
授
業
と
し
て
公
開
さ
れ
た
が
、
武
道

必
修
化
に
向
け
て
の
「
少
林
寺
拳
法
」

の
適
性
は
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
実
践
の
中
で
少
林
寺
拳
法
に

興
味
を
持
っ
た
教
員
が
、
生
徒
の
中
に

飛
び
入
り
参
加
す
る
な
ど
の
光
景
も
見

ら
れ
、
教
師
と
生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
ツ
ー
ル
と
し
て
の
可
能

性
も
感
じ
ら
れ
た
。

全体練習（単独）

4

お
わ
り
に

　少林寺拳

法の特性を

理解し、学

習の見通し

を持ち、学

習の仕方を

理解する。

・礼法など

　剛法技と

柔法技また

各系統の特

性を理解す

る。

・剛法技の

練習

・柔法技の

練習

　自分の力

の高まりを

知り、少林

寺拳法で学

習したこと

を評価し、

次の学習に

向けてまと

めをする。

基礎基本

学習Ⅰ 学習Ⅱ 学習Ⅲ

1～2時

学
習
過
程

3～8 9～10

技法
発表・

まとめ

調息

剛法練習 柔法練習


